
 

別記第１号様式（第７条関係） 

                                                 

令和  年  月  日  

 

  一般財団法人熊本県伝統工芸館  

理事長  福原 彰宏 様 

 

                （申請者）住 所 

                     氏 名 

                    （※グループの場合は代表者の住所氏名） 

                  

   令和８年度（２０２６年度）伝統的工芸品振興チャレンジ推進助成金に係る 

助成申込書の提出について 

  

このことについて、令和８年度（２０２６年度）伝統的工芸品振興チャレンジ推進助成金 

交付要項第７条の規定により下記のとおり関係書類を添えて提出します。 

 

記 

 

１ 事業実施者の別   □個人  □グループ  ※いずれかに☑を 

 

２ 助成対象事業  ※いずれかに☑を 

   □ 伝統的工芸品振興チャレンジ推進助成金交付要項第１条の（１）該当 

   □ 伝統的工芸品振興チャレンジ推進助成金交付要項第１条の（２）該当 

 
 
３ 交付申請予定額                  （単位：円） 

収入等控除後の 

助成対象経費の合計額＊ 
補助率 

助成金交付 
申請予定額 

  1/2以内  

＊収支予算書３で算出した金額(Ｃ)を記載してください。 

※助成金交付申請予定額を端数処理（1,000円未満切り捨て）してください。 

 

４ 添付書類   ※添付した書類に☑を 

□ 事業計画書 

□ 収支予算書 

□ （その他必要と認める書類） 

  
連絡先担当者名  

連絡先ＴＥＬ 

メールアドレス 

 

 



 

別記第１号の２様式（第７条関係） 

事 業 計 画 書 

１ 助成対象事業 

該当事業 

＊ 一つを選択 

□ 助成金交付要項第１条の目的（１）  

□ 助成金交付要項第１条の目的（２）  

新規継続の別 □ 新規事業  □ 継続事業（  年目） 

 
２ 事業実施者の概要 

申請者の従事 

工芸品名 

                    

＊従事年数   年 

（※グループの

場合）構成人数及

び全員の氏名・従

事工芸品名 

 

構成人数   名 

協会員の氏名（従事工芸品名） 

協会員以外の氏名（従事工芸品名） 

現在の活動内容等

（※グループの場合

はグールプの活動） 

 

 

 

 

 

３ 実施内容等 

事業の内容 

※新規（チャレン

ジ）の内容をでき

るだけ具体的に

書いてください。 

 

 

 

実施場所  

 

実施予定期間・ 

回数 

 

 

事業実施の目的

又は効果 

 

 

 

 

事業完了後の取組

み予定（予定があ

れば） 

 

 

※企画書等、参考となる資料がある場合は併せて提出願います。 

助成金交付要項第１条の目的（１）で申請し、過去に本助成金を同区分で受けた場合は、過去の実施内

容と比べて新規性が分かるよう具体的に書いてください。  



 

別記第１号の３様式（第７条関係） 

収 支 予 算 書 

＜本書は、申請する事業のみの収支について記入してください。＞ 
 
１ 収 入 

種   別 予算額（円） 備  考 

伝統的工芸品振興チャレンジ 

推進助成金 
ア   

寄付金・協賛金・助成金等 

（具体的に記入） 
イ   

その他の収入 ウ   

事業実施者の自主財源 

（自己負担額） 
エ   

収入合計 （Ａ） ア～エ     

  ＊工芸品等の展示販売等に係る売上額は除く。 

 

２ 支 出                               

経費の内訳 

 
（費用につい

て詳しく記入

してくださ

い。） 

項 目 金 額（円） 備   考 

   

   

   

   

   

   

   

支出合計（Ｂ）   

 

３ 助成対象経費金の算出額                    

売上金を除く事業収入控除後の助成対象経費（＊） 計（円） 算出額（円） 

支出合計(Ｂ) ―（収入種別のイ・ウの合計) （Ｃ）   

（＊）収入等（売上金を除く）控除すべきものがある場合、助成対象経費には、控除後の額を 

記入してください。 

※備考欄等が不足する場合は、適宜別紙（A4サイズ）を添えてください。 

 

・○円×○回＝○円 

・○円×○人＝○円 

など、詳細に記入して

ください。 


